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脳画像を見る理由とは？

①評価やみるポイントが明確になる 

②アプローチ部位が明確になる 

③ADL障害の原因が明確になる 

④根拠を持ってアプローチが行える



脳出血とは何らかの原因により脳の血管が破れてしまい、脳の中に出血を起こす病気
です。血管から溢れた血液は血腫という血の塊を作り、その血腫が脳に直接ダメージ
を与えたり、また、血腫が大きくなることや脳のむくみ(浮腫)により頭蓋骨の中の圧
が高まり、正常な脳を圧迫することで脳の機能に様々な障害が生じま
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脳出血と言えば



被殻出血・視床出血
それぞれで、どのように評価とアプローチを変えていますか？

被殻出血 視床出血 小脳出血
中継点である 

送り主→処理→送り先



被殻出血・視床出血
それぞれで、どのように評価とアプローチを変えていますか？

被殻出血 視床出血 小脳出血
中継点である 

送り主→処理→送り先
抑制する 

抑制できない部分



小脳の役割とは？
小脳の主要な機能は知覚と運動機能の統
合であり、平衡・筋緊張・随意筋運動の
調節などを司る。

小脳障害ではどんな視点で 
患者様を見ますか？

① 知覚できているか？ 
② 平衡 
③ 筋緊張 
④ 随意運動の調整

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A9%9F%E8%83%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%A5%E8%A6%9A
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%81%8B%E5%8B%95%E6%A9%9F%E8%83%BD&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E6%84%8F%E7%AD%8B


どうやっているの？



中心溝

内包前脚

この仕組みのことを何という？
運動 
前野

橋核
小脳

遠心性コピー

筋紡錘 
腱紡錘 
関節受容器

無意識の固有感覚

下オリーブ核
脊髄小脳路

教師あり学習
何のために 
しているの？



小脳の役割とは？
小脳の主要な機能は知覚と運動機能の統
合であり、平衡・筋緊張・随意筋運動の
調節などを司る。

小脳障害ではどんな視点で 
患者様を見ますか？

① 知覚できているか？ 
② 平衡 
③ 筋緊張 
④ 随意運動の調整

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A9%9F%E8%83%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%A5%E8%A6%9A
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%81%8B%E5%8B%95%E6%A9%9F%E8%83%BD&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%8F%E6%84%8F%E7%AD%8B


小脳の評価といえば？



鼻・指・鼻試験 

回内外テスト 

膝打ちテスト 

踵膝試験

小脳の評価といえば？



小脳の役割は何？

小脳といえば運動失調だけど・・・

随意運動の協調性の障害 
姿勢保持障害

運動が円滑に行われるためには多くの筋肉の協働、協調
が必要だが、その協調を欠いた状態が失調と呼ばれる。 
個々の筋肉の力は正常であるが運動は拙劣にしか行えな

くなることを『運動失調』と呼ぶ。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%8B%E5%8B%95
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AD%8B%E8%82%89


小脳の役割は何？
協調性とは？

協調性とは異なった環境や立場に存する複数の者が互いに助け合ったり 
譲り合ったりしながら同じ目標に向かって任務を遂行する素質。 

随意運動における協調性とは？
『随意運動における空間的・時間的な
秩序と配列が整っている状態』



小脳の役割は何？
随意運動の協調性の障害 

姿勢保持障害

協調性を失った運動失調
そもそも、運動失調って何？

『随意運動における空間的
時間的な秩序と配列が失われた状態』



随意運動における協調性
『随意運動における空間的・時間的な秩序と

配列が失われた状態とは』
時間的秩序 

空間的秩序 

強さの配列 



随意運動における協調性
『随意運動における空間的・時間的な秩序と

配列が失われた状態とは』
時間的秩序 
→筋出力のタイミング
空間的秩序 
→運動に用いる筋肉選択と組み合わせ
強さの配列 
→出力の程度



随意運動の調節・組み立て（FF）

四肢・体幹の運動制御（FB）

姿勢維持・眼球運動

小脳の役割は何？

協調性をコントロールしている



鼻・指・鼻試験 

回内外テスト 

膝打ちテスト 

踵膝試験

何がわかるの？
小脳の評価といえば？



鼻・指・鼻試験　　→　　　組み合わせ  

回内外テスト　　　→　　　タイミング      

膝打ちテスト　　　→　　　タイミング 

踵膝試験　　　　　→　　　組み合わせ  

何がわかるの？
小脳の評価といえば？



空間的秩序

時間的秩序

配列

タイミング

組み合わせ

出力

協調性

回内外検査

鼻指鼻検査

MMT

評価現象

運動失調とは
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空間的 
どの筋肉？ 
主動筋 
拮抗筋　

時間的 
いつ働かせる？ 
タイミング　

筋電図
主動筋 

拮抗筋

強さの配列 
どの程度？　

筋電図
主動筋 

拮抗筋

企図振戦健常者

小脳疾患患者



どうやって調整しているの？





どうやって調整しているの？



どうやって調整しているの？

橋核
苔状線維

顆粒 
細胞

平行線維

プルキンエ細胞
登上線維

下オリーブ核

FB

視床VL

長期抑圧

長期増強

内部モデル



どこでこれやってるの？



姿勢維持 

眼球運動

随意運動の調節 

組み立て 

FF機能

四肢体幹の 

運動制御 

FB機能

前庭小脳 
（古小脳） 
片葉小節葉

脊髄小脳 
（旧小脳） 
虫部・中間部

大脳小脳 
（新小脳） 
皮質部

どこでやってるの？



どうやって調整しているの？

橋核
苔状線維

顆粒 
細胞

平行線維

プルキンエ細胞

FB

視床VL

長期抑圧

長期増強

内部モデル

この内部モデルは 
どこに行くの？



歯状核 中位核 室頂核

半球部

中間部

虫部

片葉小節 小
脳
皮
質

小
脳
核

前庭核 脳幹 
網様体

網様体脊髄路

前庭脊髄路

赤核脊髄路

皮質脊髄路

脳
幹

内
側
系 

外
側
系 

視床 
VL

赤核

随意運動の調節 
組み立て 

フィードフォワード機能

大脳小脳 
（半球）

近位筋・遠位筋の 
運動における実行 
フィードバック機能

姿勢維持 
眼球運動

脊髄小脳 
（中間部・虫部）

前庭小脳 
（片葉小節）

姿勢制御 
の記憶

上肢運動 
の記憶



どうやって調整しているの？

橋核
苔状線維

顆粒 
細胞

平行線維

プルキンエ細胞

FB

視床VL

長期抑圧

長期増強

内部モデル

小脳核

この内部モデルは 
どこに行くの？



運動失調はどれ？

反復運動 
拮抗不能

ワイドベース

眼振

爆発性言語企図振戦

酩酊歩行

測定障害

運動分解



運動失調とは
協調性運動障害

姿勢及び 
歩行制御能力の障害 その他の障害

運動の開始と停止遅延 
反復拮抗運動不能

距離の測定障害と 
運動分解 
（企図振戦）

筋緊張の低下

眼振

構音障害

歩行リズムとパターン 
外界環境に応じた調整

姿勢制御 
（体幹失調） 
（ワイドベース）



運動失調とは
協調性運動障害

姿勢及び 
歩行制御能力の障害 その他の障害

運動の開始と停止遅延 
反復拮抗運動不能

距離の測定障害と 
運動分解 
（企図振戦）

筋緊張の低下

眼振

構音障害

歩行リズムとパターン 
外界環境に応じた調整

姿勢制御 
（体幹失調） 
（ワイドベース）

大脳小脳 
歯状核

脊髄小脳 
室頂核

片葉小節葉 
前庭神経核



小脳障害の脳画像と 
治療のための機能解剖

鶑怳度洞定竈顶肚丁!
鱱蚻懺端㡰汒杜珱鰢㣈錸Brain  

image

脳外臨床研究会　会長　山本秀一朗

鶑怳度洞定竈顶肚丁!
鱱蚻懺端㡰汒杜珱鰢㣈錸





大脳小脳

脊髄小脳

前庭 
小脳

中位核

歯状核

室頂核



小脳の評価における 
臨床での4つのポイントとは？！
① 

② 

③ 

④



小脳の評価における 
臨床での4つのポイントとは？！

①脳画像にて核の障害有無を評価 

②核に応じて、評価内容（調節・姿勢・その他）を決定 

③調整障害は、タイミング・組み合わせ・出力 

④アプローチは、運動学習の4つを意識する
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